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家醇 に回 る儲 船 齢 と雑 四 て（皿)
一 食物繊雁の河究経浚ふりぶてｰ

郡ふ々 木氷玖O 刻 鮮 子謂 傾と

目的：　本明` 究は家政 宇部食物米義学柿 ぶ り －M鴨 とし乙 釦勿繊維・ 研光Is: 乙りあ
If.   関a わ 提唱してい々靫自り粕 四 の禅 方法癖り 知↑i>~よの検証 と試ふ、永式雰の
方漱寿叫封立に考t う乙1 る．
万法 ■･　唇:及 雰の 方法論 （ 理論 ）一発体的 左f已の検書↑むよび検証二一食靉虞匯禰附( 賀際)一部^

1.  無記 性豹 研究方織 一価置 色界入 し４ ぃ

^ のも のの研 究 、 て心 よ珂v^ … ……

H  - 歳 扇剛 直的 研究 方 法一I  心Ul ↑'b 咸呆

色毛乙｛^t のも^･ ば(  ことは ）.ぃi  な̂る価

諏.ともつい と求幻ゐ・

Ⅲ. 価 匯創 出的 研究方 城（ 人と物との一元的

岬免）－i ぶ 印↑る戌暴 色人閔 刺 刺直煮 死 の

μ めにごのょ う に用 ぃゐりX の方識 の･研究

（総 倒 巳）乙、そ 外 によって の爽 際的 績 果 と

燧^  ゐ.

山 物的 基籤 研究 一食 物繊 継 μ い ，ヽを^ 物質 で

知^  ≪ヽ と調 べる 。（ 構造. 物理自蝕生凍.舎畳 ）

ぶ 生理序り 卵已一（い 我暴 とも といラッ に ヽ

よぴ生喇 こお いて初 勿繊 維が いヵヽ なる 生理的縫

果e 十.  － ）き尽か ヽき網 べる・

Cup 日常 生活 で ）゙食 勿賎 趙.の 用 い方ド ついて の

研 究圓r 明 ら夕` となっμ 生理的 効 暴 と生 々ヽ すμ

めの食 事 の鋼製 とt(r ヽ摂取絨 呆 の研 見 心

きで.  ﾎ 研ヽ 究 は今後．調 理琴．乖 養琴 、医学苓

Y.の朗 合 研究 に まμ ねば なみない 。

成果：　上記U 〕～㈲ の爽際 とI ～Ⅲの理諭 とき比較検討 する時 従未 の研 究方法 μa]瓜

㈲ が`必ずし櫛悳動的研究 として永政学 の目的 に達 しかい｡〔n～圓 が半独 で行 われ片ﾘ ﾊﾞI],

皿で終了し.   秦にCin3(7･み別個で行 われるなどあっμ 。本理諭とハ.V ー ンとし―> っ爽際研 究
μ ↑̂われゐ 昨 総を研究 といみしｰ･ つ家政学 の歓 自的 凧暴が達 也ら 外｡よう。

E 40 ’象令:^去 』とIf.李1 Vnifulf＆,ダ ‰nji£いAtimuJL．』とirヽ ^ 較河 豚
（ 第I 錬 ）

常讐あ　常兄育男　叛蔵畔ヤ 子犬雄大　0  戸ll| * 子

回 的　 明 斑 初 期 こ叔tK さ4^-μi ＼･東 町 な翻 鼠 輩 政 書'^  ＼ つX･ あ る ’ 条 令^ 戎j (3- 、 そ^ 繍

%    C'v   J*いt.    こ の 書'^ 原 手 九 し 肴 考 布i 明ii レ^ い る.    r-1  ･ ヽ≫^わ らt 課禾 ， 着 希(; つ い

て希 牙 ・ill濠 バ μ ？ft- ih れt'- の み で･ト 択 雇 い･ﾌ いr  七 ， そ・ 翻 吸 ・ 喊 眠 の しり さ つr-  ワ い

（ ゐ ， きP-- 偉乖 内% ■ r- つ ぃt:^-t: （f 明･ ま*-t-･ あ-7    た 。 ぞ こ て･ヽレ 我" ≪` 剛- Pb IT  I  ^ 岐 学

更 阿 剱i^  -  眼 と しt  ,  訳 濤 海 声 九 普 ，ヽ 芦 陳 と ぞ の 訳 述
・ ・ 糸 争 奪 成j

 ≪ *  Its. r-い む る 障 遠

め哨 舎 ，if  争 と 択 キ ・ 碑 ぺ 吋毎^ 町.    ≪こしt  ;ロ1  比 較 検 討i  み ？ な｡い,   そ り-  織*^  i '$^政

雄 雰t   究 明 レ.  ife- ，ヽヽ 両 ≪ 象 銃 学 発↓(--一菜 に し μ 汝t‘μ 考 味 し。f-,

方 喊　'  參 争 奪 成 丿i- 参 政･字 隋 大 喝t 館!<' よ ひ’常 死 所鳥 季i 利 喝 レ　 盾 キ ド づI べ(*.

H<･v～ い ぇ。 おt     ざ 弘^ 卿 。心C.   屑 書 鶴 叶 ﾍﾞ・ 初 版 素 ・ ど ー り*  呵 レr-,  貳 喬 殤 息fi  晋 ・ 片 犀

r- つ ぃ ・ 価 庚 加 大 零 鴉 眠 吋 免^  '  ̂y 一 雌 鳥 の ″ 入 柄 帖^  r  越 知 吸 犀 系 ●^ 貳 鶯,　 秦か 縛ｔ

ti 奉 呼 戌 の郡i ｀虻 書 舘 μ 奪,（,り ゛関 俘^  *v * う ’4 ^ 県 駁 膏a.  t  千 丈d  t  利 用 し 心

紡 栗　 鰍 膚 晦 尤 － 晋(J- 明 帰 初 期 収 州 貿 乍･"- ふ ワ^  肴 片 力 を 牙C-    っI卜　 そ ’ 多 力(f 稿 恢 諭

吉 タり^    ら ・ 吸 崎i     7   ぜ ち孤"     も め 乙` あ フft,   ！4  ,      ゙ 挙 令 奪 繊 丿(f-  Jj) 培 陣 千 察 施a   南 辱 φ 侈

枝 煎n  f  史(■- 鳥 打 ち. 支 印 加 バ 取頼(--  ふ ・ く 痛 吠 → 殤 兎 馬 。ヽ タ イ ノで 落 択･  翻 訳o-  にu  も

のX'   あ・ ら レ い こ　e.   ， 翻 択Li- /f> 争t    *  ̂な'I /'£- 曳卜 追 峰ドh   ・<f  tr, れ 參 眠i ふ夕を 心 じ み ら れ ひ

しヽ t   t .   構 叫1 ぶil 手 ・･3- り ，り 亨 海 吟j  れt:  f・'I  河 港 ，り^  手 巻 庶 や 降 即 心t-  必 零 な いt  秀

i,  ら れ μ^    " ̂ てヽ あ%    こ と,    砂 蚕[i- 乞 食 こIn 1-. つ て キ り ズト 激･・ 降参i'- 基 い て み･!     ぐ れ が 素

膚 弓*  賤 ・ 勣 精I-  'f っ<   ･･J    ;   c  ,    V  t ･ 襲 味 琢 い ・ と バ ら パ 玖^     く 糾 明 レf-- 。


